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文責：校長 201８年１０月１９日（金）№２３  

１７日(水)に、３学年

生徒、保護者を対象に

入試説明会を開催しま

した。学年主任の齋藤

先生からは、本会の趣

旨とともに、入試が近

づくにつれ生徒の心理

的な負担が増すことか

ら、学校と家庭双方で

子ども達を今まで以上

に注意深く見守り、声

を掛けたり相談をした

りしながら支えていき

たいとの話がありまし

た。 

入試については、進

路指導主事の千葉大樹

先生が、福島、茨城両

県の県立・私立高等学

校の入試選抜の具体的

は方法や日程関係等に

ついて要点を詳しくお

話ました。ご家庭でも

資料をご確認いただ

き、ご不明な点がござ

いましたら、遠慮なく、

３学年までご連絡くだ

さい。 
 

【東白川郡小中学校読書感想文コンクール１０/３】 

 〇 入選  

  菊池さん、近内さん、高橋さん、 

塚田さん、星さん 

【福島県中学校新人陸上競技大会１０/７】 

 〇 男子１００ｍ ７位 菊池さん 

【県南新人サッカー大会１０/６・７】 

○ ３位 矢祭中  

佐川さん、菊池さん、永山さん、星さん、 

小松さん、緑川さん、鈴木さん、鈴木さん、 

鈴木さん、尾亦さん、緑川さん、金澤さん、 

古市さん、宗田さん 

【第３４回金澤杯争奪県南中学校ソフトテニス大会１０/６】 

 〇 男子の部 ５位 尾亦・神長ペア 

 〇 女子の部 ５位 片野・菊池ペア 

【第２７回福島県県南中学校選抜ソフトテニス大会１０/１４】 

 〇 男子個人 ５位 尾亦・神長ペア 

 〇 女子個人 ベスト１６ 白坂・菊池ペア 

ら、学校と家庭双方で子ども達を今まで以上に注意深く

見守り、声を掛けたり相談をしたりしながら支えていき

たいとの話がありました。 

入試については、進路指導主事の千葉先生が、福島、

茨城両県の県立・私立高等学校の入試選抜の具体的な方

法や日程関係等について要点を説明しました。 

なお、ご家庭でも資料をご確認いただき、ご不明な点

がございましたら、遠慮なく３学年までご連絡ください。 

高校入試に向けて、５教科の学力を高めるために、下

記の内容で放課後の学習会を行います。希望する生徒を

対象としますが、３学年全員の参加による、それぞれの

弱点の克服や一層の学力向上を目指します。 

１ 期  間 １１月２６日(月)～２月２７日(水) 

各教科３回 全１５回 

２ 時  間 １５：４０～１６：３０ 

３ 担当教師  

 (国語) 平山先生、坂上先生 

(数学) 宮澤先生、鈴木先生、 

大髙先生 

(英語) 山口先生、石川先生、 

須藤先生 

(理科) 千葉先生、佐藤先生 

(社会) 増子先生、齋藤先生 

１年の美術科(鈴木先生)は、文字をデザインした作品

制作に取組んでいます。生徒は皆、これまでのデザイン

や配色について学んだことを生かしながら、熱心に作品

を仕上げていました。 

作品は１０月２７日(土)に開催される並木丘祭で体育

館に展示されます。ぜひ、お子様の素晴らしい作品をご

鑑賞ください。 

１年の理科の授業(佐藤先生)は、「状態変化の様子をモ

デルで表す」という課題に取り組みました。 

各班で固体、液体、気体の状態について考え、そのモ

デルを図で表し、具体的なイメージとして捉えました。

班で意見を出し合ったり、分担して図を書いたりするこ

とにより、全員が状態変化について理解することができ

ました。 

本日、並木丘杯スポーツフェ
スティバルを開催しました。 
長縄跳び、障害物競走、タイ

ヤ引き、借り物競争、全員リ
レーの５種目をクラス対抗で
競いました。 
矢祭の町中に聞こえるかと

思えるくらい校庭に大きな歓
声が響き渡るなど、生徒たちは
競技に、応援に夢中になって取
り組みました。 
詳細は来週号でお伝えしま

す。 

思えるくらい校庭に大きな歓声が響き渡るなど、生徒たち
は競技に、応援に夢中になって取り組みました。 
詳細は来週号でお伝えします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

朝 自╱朝

給食 ○

部活 ×

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 ×

部活 ×

２８日（日）

　来 週 の 主 な 行 事 予 定

２３日
（火）

□スクールカウンセラー来校
□並木丘祭準備期間

２２日
（月）

□並木丘祭準備期間
□週番引継ぎ(１班⇒２班)

２６日
（金）

□並木丘祭準備期間

２４日
（水）

□並木丘祭準備期間

２５日
（木）

□全校朝会・生徒発表
□並木丘祭準備期間

２７日
（土）

□並木丘祭
□弁当持参
□部活動なし

 

１０月３日、水曜日に、２学期中間テストがありまし
た。今日は、中間テストへ向けての勉強の反省と受験に
向けてどう生かしていくかをお話します。 

まず、テスト勉強についてです。僕は、国語、数学、
英語、理科、社会の５教科の中で数学が一番苦手です。
僕は、苦手な教科や自分が大変だと思うことは、いつも
後回しにしていました。ですから、数学のテスト勉強も
後回しにしてしまいました。その結果、合計の点数は上
がりましたが、数学は、点数が上がりませんでした。テ
ストの結果が返されてから、しっかり勉強すればよかっ
たと、とても後悔しました。 

でも、もし、これが高校受験だとしたらと考えると、
今までの考え方を変えなければならないと思いました。
受験は、何度もやり直せるわけではないので、勉強の量
が一つの教科に片寄らないようにしようと思いました。  

次は、期末テストに向けて、勉強量を意識して、テス
ト勉強をがんばっていきたいと思います。 

受験シーズンを迎え、３年生は進路や学習について不
安や悩みを持つ生徒が増える傾向があります。また、１・
２年生にとっても、並木丘祭等に一所懸命に取組む一方
で、友人関係の問題等が生じやすい時期でもあります。 

このことを踏まえ、普段に増して、全職員で生徒を見
守り、声を掛けたり相談をしたりするなどして、問題の
早期発見、早期対応に努めていきます。 

ご家庭でも何か気になること等ございましたら、担任
や教育相談担当、スクールカウンセラー、また、外部の
相談窓口等にご相談ください。 

【１の１作品掲示：僕の紋章】 

私は、生徒会役員として、また、三年生として並木丘
祭の準備期間で学んだことをお話します。 

今年は、生徒会役員として全体進行係で並木丘祭を運
営します。９月の後半から１０月の前半にかけては特に、
定期テストや検定が重なり、時間がなく、とても大変で
した。その中で学んだのは、時間の使い方についてです。
受験生としての定期テストや検定は、とても重要です。
そのため、生徒会と勉強と目標が二つできたことで、時
間を区切りながら、それぞれ進めていましたが、疲れた
り面倒だと感じたりしてしまいました。しかし、自分な
りに計画を立てたことで、両立できたと思います。 

また、去年から同じクラスとなった３年１組として最
後の並木丘祭となります。合唱や話し合いなどで、意見
が衝突することもありますが、クラスが一つになり、最
高の合唱をしたいと思っています。最優秀賞を目指した
いですが、それ以前に、全員が気分よく歌えることが一
番良いと思っています。本番まで切磋琢磨し合い、歌い
終わった後、全員が「良かった」と思えるような合唱に
したいです。 

生徒会としても、３年１組としても、並木丘祭を盛り
上げて、最高の思い出を作り、心置きなく、受験に臨み
たいと思います。 

最後に、一つだけアドバイスがあります。それは、ど
れだけ辛くても諦めないことです。面倒くさいと思って
も、最後まで続けることができれば、必ずそこには達成
感があります。何事にも挑戦し、諦めずにやり遂げてく
ださい。 

教室環境の主要な構成要素として学級掲示がありま
す。各学級で学級掲示を大切にしています。 
特に、生徒の作品等の掲示を大切にしています。自分

の作品や作文が掲示されることにより、生徒は学習の達
成感や学級への所属意識、さらに皆に認めてもらってい
るという喜びや安心感を得ることができます。 
ご来校の際には学級に掲示されているお子様の作品

もぜひご覧ください。 

【３の２作品掲示：学級旗原案】 

【３の１：道徳ノート掲示】 【若鮎学級：学習の足跡】 

💛矢祭中相談窓口 ☎４６－３７９９ 保健室直通 
💛矢祭町保健福祉センター ☎４６－４５８１ 
💛こころの健康相談ダイヤル ☎0570-064-556 
💛県南保健福祉事務所 ☎(0248)22-5649 
💛福島いのちの電話 ☎ (024)536-4343 
💛岩手・宮城・福島専用よりそいホットライン   0120-279-226 
💛福島いじめＳＯＳ２４   0120-916-024 
 


